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プロテアソームによるタンパク質分解を防ぐ方法表 題

プロテアソームによって分解される全タンパク質適用製品

プロテアソームによって分解されるタンパク質の安定性を維持する方法の提供。目 的

近年iPS細胞が細胞膜透過性の４つの転写因子により作成可能であることが報告され

た。しかし、この作成法では１ヶ月以上におよび大量のタンパク質を３、４日毎に投与する

必要がある。これは多くの投与タンパク質が細胞内で分解されるためである。また、近年

細胞膜透過性タンパク質によるタンパク質療法の開発が進んでいるが、この療法におい

ても投与タンパク質が分解によってあまり効果を発揮しないことが懸念される。

本発明では、細胞内の多くのタンパク質が分解されると推測されるプロテアソーム分解に

対する耐性モチーフを発見した。本発明の耐性モチーフを目的タンパク質に融合すれ

ば、細胞や個体投与後分解耐性を発揮し、iPS細胞作成期間を大幅に短縮できる可能

性がある他、タンパク質療法への応用も可能である。また、強力なプロテアソーム分解に

よってこれまで解析できなかったタンパク質の機能解析も可能となる。
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